
平成29年度 平成28年度

商工観光労働部 93,351,626 91,421,098

<商工労働政策局>
○29 ○28

商工観光労働総務課
Ⅰ 商 業 総 務 費

1．わかやま館管理運営事 69,257 68,838 わかやま館の管理運営に要する経費

業 ○単

2．資産価値変動調整補て 157,000 157,000 土地造成事業会計において、地価下落が原因で完売までの

ん事業 ○単 間に発生が見込まれている不足金について、一定のルール

の下で毎年一般会計から補てんを行うために要する経費

3．○新新たな官民連携の推 19,101 － 地域の活性化に資する施設等の整備を促進するための新た

進事業 ○単 な官民連携の仕組み「わかやま版ＰＦＩ」の推進及び「地

域プラットフォーム」の運営等に要する経費

Ⅱ 計 量 検 定 費

1．計量器検定・指導啓発 15,020 12,596 特定計量器等の検定・検査及び計量関係事業者等の指導育

事業 ○補○単 成並びに計量の普及啓発に要する経費

商 工 振 興 課
Ⅰ 商 業 振 興 費

1．小規模事業経営支援事 1,208,758 1,214,889 小規模事業者の振興と経営の安定を図るため、商工会、商

業 ○単 工会議所及び県商工会連合会に経営指導員等を配置し、経

営改善普及事業等を実施するために要する経費

2．中小企業団体支援事業○単 105,316 105,054 和歌山県中小企業団体中央会に指導員等を配置し、協同組

合等の組織化促進指導、人材養成、情報化、活路開拓等を

推進するために要する経費

3．大店立地等調整事業 ○単 537 537 大規模小売店舗立地法の円滑な運用に要する経費

4．サービス産業県外市場 2,374 3,374 より一層の市場拡大を目指し県外の大消費地へ進出するサ

開拓支援事業 ○単 ービス事業者の支援に要する経費

5．○新ｅコマース推進事業○補 2,191 － ＥＣ市場への新規参入を目指す県内事業者の裾野拡大と事

業者の競争力強化・売上拡大を目指し、シンポジウム・講

習会の開催等に要する経費

6．○新事業承継サポート事 718 － 円滑な事業承継をサポートするための支援体制を構築し、

業 ○単 各種制度や事業承継対策の重要性を周知するためのセミナ

ー開催に要する経費

Ⅱ 金 融 対 策 費

1．中小企業融資制度実施 77,801,185 82,014,600 県内中小企業者に対する経営の安定化と事業の活性化を図

事業 ○単 るため、事業活動に必要な資金を金融機関と協調して融資

するために要する経費

2．信用補完制度実施事業○単 402,207 434,402 中小企業の金融の円滑化のため、信用保証料の軽減及び代

位弁済に係る損失補償に要する経費

Ⅲ 工鉱業総務費

1．石油貯蔵施設立地対策 193,169 188,620 石油貯蔵施設周辺地域住民の福祉の向上を図るため、市町

事業 ○補 が行う公共用施設整備に対する助成に要する経費
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労 働 政 策 課
Ⅰ 労 政 総 務 費

1．労働教育指導事業 ○単 1,910 1,934 労働問題及び労務改善等に関するセミナーの開催並びに事

業所への人権研修実施に要する経費

Ⅱ 労 働 福 祉 費

1．労働者福祉協議会助成 2,330 2,330 労働者福祉協議会が行う講演会・研修会等に対する助成に

事業 ○単 要する経費

2．勤労福祉会館管理運営 26,797 20,605 勤労福祉会館「プラザホープ」の管理運営を指定管理者に

委託事業 ○単 委託することに要する経費

Ⅲ 雇 用 促 進 費

1．障害者雇用対策事業 ○単 3,664 3,789 障害者の雇用就業機会の確保に努め、雇用の促進を図るた

めに要する経費

2．中高年齢者雇用対策事 5,176 5,243 中高年齢者の雇用就業機会の確保に努め、雇用の促進を図

業 ○単 るために要する経費

3．人材Ｕターン等就職支 2,359 2,310 Ｕターンフェアの開催等、県内就職支援に要する経費

援事業 ○補○単

4．雇用支援就職促進事業○単 9,832 8,815 就職困難者（高年齢者、障害者等）の雇用の促進及び職業

の安定を図るため、求人開拓及び職業相談等を実施する就

職促進相談員の設置に要する経費

5. 産業を支える人づくり 34,057 16,905 企業と高校が連携した産業人材の育成と、応募前サマー企

プロジェクト事業 ○補○単 業ガイダンス開催による高校生の県内企業への就職促進及

び大学生等のＵＩターン就職の促進に要する経費

6. 働く女性支援事業 ○補○単 7,641 4,122 女性の就業を支援するため、県内企業における雇用環境の

整備促進やクラウドソーシングを利用した在宅就労（テレ

ワーク）の促進に要する経費

7. プロフェッショナル人 10,000 10,000 競争力強化を図るため、首都圏等からのＵＩＪターン者の

材確保のためのお試し 確保を目指す中小企業を支援するために要する経費

雇用補助金事業 ○単

8. 紀の国わかやま戦略的 174,795 205,806 第二次和歌山県産業技術基本計画で重点支援する戦略的分

成長力強化分野雇用創 野を中心に、企業に対する事業拡大や人材確保の支援等に

造プロジェクト事業 ○補 より、新たな雇用を創出するために要する経費

9．○新和歌山再就職支援 51,413 － 和歌山県独自の就活サイクルを企業と協力して構築し、女

「就活サイクル」プロ 性をメインターゲットとした求職者の再就職の支援と、若

ジェクト事業 ○補○単 年者の就職促進を図るために要する経費

Ⅳ 職業訓練総務費

1．認定職業訓練助成事業○補 4,411 4,562 広い知識と高度な技能を兼ね備えた職業人を養成するため、

事業主等がその雇用者等に実施する認定職業訓練に対する

助成に要する経費

2．技能向上対策事業 ○補 33,573 29,143 技能労働者の技能資質及び社会的経済的地位の向上を図る

ため、職業訓練の振興と技能検定の実施に要する経費

3．求職者職場適応訓練事 1,415 2,834 特に就職困難な中高年齢者、障害者等の就職を促進するた

業 ○補 め、事業主へ委託し技能を習得させるための訓練に要する

経費

Ⅴ 産業技術専門学院費

1．訓練手当支給事業 ○補 29,483 32,695 雇用対策法に基づき、35歳以上の就職困難者、障害者、母

子家庭の母等に対して、職業訓練の受講機会を確保し、就

業促進を図るために要する経費

―64―



○29 ○28

2．施設外訓練事業 ○補 2,363 2,363 公共職業訓練施設では実施していない訓練を民間教育訓練

機関等に委託し、就業促進を図るために要する経費

3．産業技術専門学院運営 41,834 42,103 職業能力開発促進法に基づく県立産業技術専門学院の運営

事業 ○補○単 に要する経費

和歌山校 25,937

田辺校 15,897

4．委託訓練事業 ○受 279,601 263,078 離転職者等を対象にした職業訓練を民間教育訓練機関等へ

の委託により実施し、就業促進を図るために要する経費

5. ○新産業技術専門学院の 2,161 － 県内産業の発展に寄与する時代ニーズに対応した人材を育

機能強化事業 ○単 成するための学院機能強化に要する経費

<企 業 政 策 局>

企 業 振 興 課
Ⅰ 貿 易 振 興 費

1．国際経済交流支援事業○単 11,118 11,942 本県経済の国際化を推進するため、県内企業の貿易、投資

相談等海外市場進出支援に要する経費

2．○新ジェトロ和歌山貿易 20,000 － 県内企業の海外ビジネス展開を支援するため、日本貿易振

情報センター設置事業○単 興機構（ジェトロ）の貿易情報センターを県内に誘致し、

運営負担に要する経費

Ⅱ 物産観光斡旋費

1．優良県産品（プレミア 40,602 39,088 県産品の販売促進及びブランド化を図るため、優良県産品

和歌山）振興事業 ○単 （プレミア和歌山）の推奨を行うとともに、首都圏等での

ＰＲ活動と販路開拓支援に要する経費

2．○新わかやま産品魅力再 7,500 － 県産品の首都圏等での販売促進及びブランド化を図るた

発見事業 ○補 め、百貨店との協働により、県産品のブラッシュアップと

販売促進を行うために要する経費

Ⅲ 中小企業振興費

1．地場産業等総合振興事 6,450 6,764 地場産業の振興を図るため、産地組合等に対する支援・指

業 ○単 導等に要する経費

2．皮革産業総合振興事業 12,843 12,843 皮革産業の振興を図るため、需要開拓及び人材育成の支援

○補○単 に要する経費

3．伝統工芸品リバイバル 4,308 4,350 伝統工芸品産業の振興を図るため、伝統技術・技法の継承

支援事業 ○単 や販路開拓及び総合的な情報発信の支援に要する経費

4．起業家創出支援事業 ○単 16,231 16,325 県内の起業を促進するため、創業準備から起業、自立発展

までの各段階における支援としてインキュベーションオフ

ィスの提供に要する経費

5．和歌山県産業表彰制度 4,929 6,980 優れたビジネスプラン・技術・発明・考案を持つ企業及び

事業 ○単 本県経済発展に貢献した企業を表彰・認定・支援するため

に要する経費

6．中小企業支援センター 55,992 57,598 産学官の連携による総合的な中小企業支援体制を整備し、

事業 ○単 新事業創出及び経営革新を支援するために要する経費

7. 成長企業支援事業 ○補○単 43,969 10,000 県内企業の成長の実現に必要な人材採用を促進するため、

「プロフェッショナル人材戦略拠点」を設置し、企業の中

核人材導入を支援するために要する経費
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8．和歌山産品販促支援事 48,718 47,867 県内企業が持つ商品力や技術力を積極的に売り出すために

業 ○単 行う国内外の著名な展示会への集団出展等の販促活動を支

援するために要する経費

9．わかやま産業交流サロ 1,317 1,317 県内企業による新事業展開や産学官連携による研究開発を

ン事業 ○単 促進するため、県内企業の経営者・技術者・大学研究者等

が参加する講演会・交流会を開催するために要する経費

10．わかやま地場産業ブラ 86,346 52,345 賃加工・下請型のビジネスモデルから脱却し、企画・提案

ンド力強化支援事業 ○単 型のビジネスモデルを目指す産地企業の支援に要する経費

11．販売力強化支援事業 ○単 7,544 8,040 首都圏等での販路開拓を希望する企業に対し、営業拠点を

提供することに要する経費

12．わかやま塾事業 ○単 5,585 5,765 将来和歌山県を支え、世界にはばたくグローバル人材を育

成するための「わかやま塾」開講に要する経費

13．ものづくり改善支援事 7,256 7,561 企業の経営基盤の安定・強化を図り、新事業へのチャレン

業 ○単 ジを後押しするため、企業の改善すべきポイントを見い出

す「ものづくり経営改善インストラクター」を育成し、企

業に派遣するために要する経費

14．○新地域中小企業応援フ 6,615,000 － 新たな地域中小企業応援ファンドの造成と、県内企業等が

ァンド事業 ○単 行う地域資源を活用した新商品の開発等を支援するために

要する経費

産業技術政策課
Ⅰ 工鉱業総務費

1．新エネルギー創出促進 1,265 2,565 和歌山県での新エネルギー活用を総合的に考え、木質バイ

事業 ○単 オマスや温泉熱の利用促進等の取組を通じて、地域でエネ

ルギーを創出するシステムを構築するために要する経費

2．海洋エネルギー創出促 5,863 5,808 豊富な海洋資源に恵まれた和歌山県の特性を生かし、新た

進事業 ○単 なエネルギー源として表層型メタンハイドレートや海洋再

生可能エネルギーの調査を行うために要する経費

3. 木質バイオマス発電支 10,972 8,778 木質バイオマス発電所の立地に向けて林業関係者に対する

援対策事業 ○単 燃料原木（未利用材）の運搬経費への初期支援とともに、

発電所に対する燃料調達経費に対する支援を行うために要

する経費

4．○新中小企業省エネ対策 15,263 － 県内企業の省エネ対策を促進するため、中小企業者等が実

促進事業 ○単 施する効果的な省エネ設備の導入及び熱損失対策等に対す

る支援を行うために要する経費

Ⅱ 中小企業振興費

1．知的財産戦略事業 ○単 17,588 18,800 中小企業者等の知的財産戦略の意識高揚を図り、高付加価

値商品を生み出す技術、デザイン等の知的財産活用、国の

研究開発助成等に係る県内企業の提案応募を支援するため

に要する経費

2．先駆的産業技術研究開 174,856 187,160 県内企業等が有するシーズをもとに先端的産業分野で全国

発支援事業 ○単 や海外に進出する意欲的な研究開発を支援するために要す

る経費

3．冒認出願商標対策事業○単 1,000 1,000 和歌山県に関わる地名（和歌山、紀州）を知的財産として

守るため、外国で当該地名の商標権冒認出願が判明した場

合に関係団体と共に防衛対策を実施するために要する経費

4．新技術育成のための情 1,900 1,900 研究開発により新事業の創出等をめざす中小企業者等の商

報活用支援事業 ○単 用データベースを活用した先行技術調査支援に要する経費
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5．未来企業育成事業 ○補 17,650 － 新事業創出を目指す中小企業者等が大学や公設試験研究機

関等と連携して行う共同研究の支援に要する経費

6．○新わかやまスタートア 4,998 － 県経済をけん引する新たな担い手を育成するため、専門知

ップ創出事業 ○補 識を有したスタートアップ創出支援チームによるハンズオ

ン支援及び全国展開サポートの実施に要する経費

Ⅲ 工業技術センター費

1．地域産業活性化促進事 130,610 163,975 各種受託試験・研究、技術調査、技術指導、先端機器の整

業 ○補○受○単 備、研究開発等地域産業の支援に要する経費

2．○新コア技術確立事業○補○単 8,068 － 工業技術センターが、県内企業ニーズ、市場調査等に基づ

いて策定した「５～10年後に必要となる技術（コア技術）」

の研究開発を集中的に実施するために要する経費

企 業 立 地 課
Ⅰ 企業立地対策費

1．企業誘致活動事業 ○単 16,211 16,075 企業訪問等の情報収集活動及び県と市町村等で構成する企

業立地連絡協議会活動等に要する経費

2．企業立地促進対策助成 1,034,388 1,833,836 新規立地した誘致企業や増設した県内企業に対する優遇措

事業 ○単 置に要する経費

3．企業立地促進資金融資 810,754 827,946 工場等を新増設して新規に県民を雇用する誘致企業等に対

事業 ○単 して用地取得、工場建設等に必要な資金を融資するために

要する経費

4．企業誘致広報事業 ○補○単 6,916 6,173 様々な広告媒体を活用して本県の企業立地環境を広報する

ために要する経費

5. あやの台北部用地開発 79,289 20,000 ニーズの高い内陸型大規模用地確保を目的に南海電気鉄道

事業 ○単 （株）、橋本市及び県で共同開発するあやの台北部用地の

環境影響評価等について、事業主体の橋本市を支援するた

めに要する経費

6．ＩＣＴ和歌山推進事業○単 80,130 2,050 市町村が行う新たな誘致拠点の整備、誘致企業の人材確保

や県外ＩＣＴ企業の和歌山体験、開発合宿等を支援するた

めに要する経費

<観 光 局>

観 光 振 興 課
Ⅰ 物産観光斡旋費

1．観光センタ－運営事業○単 25,871 25,464 首都圏・東海圏における観光物産情報発信及び観光客誘致

活動の拠点として「わかやま紀州館」及び「名古屋観光セ

ンター」を運営するために要する経費

Ⅱ 観 光 費

1．観光客誘致対策事業 ○単 96,982 94,889 県観光連盟、市町村及び各観光関係団体と連携し、観光客

誘致を図るため、情報誌の作成配布、観光情報の提供等に

要する経費

2．戦略的首都圏対策事業○単 27,000 27,000 首都圏を中心に新たな観光客層を掘り起こすとともに、恒

常的に誘客を図るために要する経費
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3．わかやま「観光力」推 151,300 144,100 地域が取り組む魅力ある観光地づくりへの支援、観光プロ

進事業 ○補○単 モーションの展開及びコンベンションの誘致等に要する経

費

4．世界遺産推進事業 ○補○単 21,135 8,694 世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」についての情報発信

や世界遺産の保全と活用の推進に要する経費

5．和歌山県世界遺産セン 11,730 11,978 世界遺産の保全と活用、情報発信の活動拠点である「和歌

ター運営事業 ○単 山県世界遺産センター」の運営に要する経費

6．体験観光魅力アップ事 7,550 － 県内体験プログラム実施団体や県内旅行業者等との連携強

業 ○単 化を図り、旅行商品の造成・販売を促進するために要する

経費

7．バスを利用した観光ル 5,843 8,300 旅行者にとって便利なアクセスバスルートを形成し、世界

ート形成事業 ○補○単 遺産地域の周遊促進を図るために要する経費

8．○新「水の国、わかやま｡｣ 29,500 － 「水」を切り口に、新たな観光資源開発やブラッシュアッ

キャンペーン事業 ○単 プを行うことにより、本県への誘客と持続可能な観光地づ

くりを図るために要する経費

9．○新日本遺産推進事業 ○単 14,000 － 日本遺産「鯨とともに生きる」を活用し、世界遺産の熊野

三山・熊野古道及び南紀ジオパークと絡めた滞在型の周遊

ルートを構築するために要する経費

10．○新熊野古道周遊拡大事 40,000 － 大辺路ルートの受け入れ体制の整備や熊野古道沿いの新た

業 ○補○単 な魅力創出に要する経費

11．○新わかやま歴史物語事 27,800 － 「歴史・文化」に焦点をあて、新たな観光素材の発掘を行

業 ○補 い、「わかやまの歴史の楽しみ方」を提案することにより、

本県への誘客と持続可能な観光地づくりを図るために要す

る経費

12．○新サイクリング王国わ 15,000 － サイクリストに魅力的な情報を発信し、地域周遊の促進・

かやま事業 ○補 地域活性化を図るために要する経費

観 光 交 流 課
Ⅰ 観 光 費

1．国際観光推進事業 ○補○単 67,272 63,475 外国人観光客の誘致活動等に要する経費

2．教育旅行誘致推進事業○単 10,852 11,552 「ほんまもん体験」を活用した教育旅行誘致活動等に要す

る経費

3．外国人観光客受入環境 14,885 459 外国人観光客が快適・安全に県内を周遊できる受入環境の

整備事業 ○補○単 整備や通訳ガイドの育成等に要する経費

4．観光施設整備補助事業○単 50,000 － 市町村が実施する観光地づくりの支援に要する経費

5．ＦＩＴ（外国人個人観 15,000 11,000 ＦＩＴ（外国人個人観光客）の誘客を促進するためのメデ

光客）誘客促進事業○補○単 ィアプロモーション等に要する経費

6．インバウンド受入サー 2,972 2,000 言語の壁を解消するための多言語電話通訳・簡易翻訳サー

ビス高度化事業 ○補 ビスに要する経費

7．○新インバウンド受入環 8,000 － ＦＩＴ（外国人個人観光客）がストレスなく移動できる環

境高度化事業 ○単 境整備の強化に要する経費

8．○新インバウンド観光戦 15,000 － 新規市場・富裕層をターゲットとした誘致活動等に要する

略事業 ○補○単 経費
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